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5 系統性・連続性を踏まえた教育の充実

◆教職員の連携にあたって

◇�協議会等において、各小学校区の「架け橋期に期待する子どもの姿」について共通理解を図ると
ともに、育ちと学びのつながりや教職員の働きかけなどについて話し合い、相互の指導に生かす。

◇��保育参観や授業参観、参観後の話合いを通して、子どもの遊びや学びに向かう姿、指導方法等
について相互理解を深める。

◇��定期的な話合いを通して、架け橋期のカリキュラムやスタートカリキュラムの作成、見直しを
行い、教育活動の充実に努める。

◆児童と幼児の交流の充実に向けて

◇�児童と幼児が継続的に交流することができるよう、幼児の小学校体
験入学や交流会、行事への相互参加などを年間計画に位置付ける。

◇�交流を通して幼児が小学校への期待を高めたり、児童が自分自身の
成長を感じたりすることができるよう、それぞれのねらいを明確に
した上で実施する。

幼保小連携の推進

　幼児期の教育と小学校教育、中学校教育の連続性を踏まえ、中学校卒業やその後の学びまで
を見通した上で、子ども一人ひとりの学びや育ちの実態に配慮し、きめ細かな指導を行うこと
が重要です。
　架け橋期においては、子ども一人ひとりが安心して小学校生活を送り、自信や意欲を持って
活動することができるよう、幼保小の教職員が、協議会等を通して、相互理解を深めるととも
に、子どもの育ちと学びのつながりを意識しながら指導することが大切です。
　小・中学校においては、小中９年間を一つのまとまりとしてとらえ、子どもの発達の段階に
応じたきめ細かな指導を行うことができるよう、目指す子ども像や身に付けさせたい力につい
て共通理解を図るとともに、それぞれの取組について検証し、改善を図ることが大切です。

幼稚園、保育所（園）、幼保連携型認定子ども園 小学校低学年

5歳児 小学校1年生

学びの芽生え 自覚的な学び
スタートカリキュラム

架け橋期のカリキュラム

幼保小教職員による子どもの姿を通した話合い＜取組例＞
　「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を手がかりに、子どもの姿を通した話合いを行い、教
育課程の編成や指導計画の作成、改善に生かす。

　幼児期にはぐくまれた資質・能力が低学年の学習に円滑に接続するよう、幼保小の教職員が共通
理解を図りながら教育活動に取り組むことが、架け橋期の教育の充実につながります。

＜秋田市の「架け橋期に期待する子どもの姿」＞
自分のよさや友達と関わる楽しさに気付き、進んで遊んだり学んだりする子ども

【話合いの内容】
・�遊びや学びの過程における子どもの姿の変容や成長
・�子どもの姿から見える学びのつながりや発展性
・�発達の段階や子どもの成長に合わせた教職員の働き

かけの工夫� など

＜幼児期の終わりまでに育ってほしい姿＞
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　協議会や授業参観等、これまでの取組を生かしながら、年間を通して話合いを
充実させていきましょう。

秋田市版「架け橋期
のカリキュラム」例

【児童と幼児の交流活動の様子】
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◆教職員の連携にあたって

◇�目指す子ども像や身に付けさせたい力について共有化を図るとともに、「５つの視点」を踏まえ、
発達の段階に応じたきめ細かな指導に努める。

◇�小・中学校教職員が互いの授業を参観することで、子どもの学ぶ姿をもとに、教職員の関わり
方や学習環境、生活のリズム等について相互理解を深める。

◇�小・中学校教職員が、子どもの入学後も定期的に情報交換を行うことで、子ども一人ひとりの
状況等を把握し、継続した指導ができるようにする。

◆児童生徒の交流の充実に向けて

◇�小学生には、中学生に対する憧れや中学校生活に向けた期待感を持
たせたり、中学生には、自らの成長や達成感を実感し、自己有用感
を高めたりするなど、それぞれのねらいを明確にした上で実施する。

◇��地域行事への合同参加など、児童生徒の交流活動のあり方について、
学校運営協議会等で話題にし、保護者や地域の願いを生かす。

小中一貫した考えに立った教育の充実

小学校中・高学年 中学校

小中一貫した考えに立った教育の充実を図るため、大切にしたい５つの視点

一貫性と発展性のある学習指導

発達の段階に応じた生き方指導

小中一貫を支える連携体制

連携を重視した生徒指導

児童生徒の交流活動

　年間を通して小・中学校の教職員が互いに情報交換をしたり、児童生徒が交流する機会を設定した
りするなど、小学校と中学校の円滑な接続を図ることが重要です。

年間を通した小中連携活動＜取組例＞

小中連絡協議会
　入学生が安心して中学
校生活を送れるよう、きめ細
やかな引き継ぎ等を行う。

中学校体験入学
　中学生と一緒に中学校の授
業や部活動を体験したり、中
学校生活のルールや学習への
取り組み方など疑問や悩みに
ついて相談したりする。

行事を通した交流
　運動会や合唱コン
クール等の行事を通
して、小学生と中学
生が交流する。

ボランティア活動
　清掃奉仕作業や地域行事
への参加などを合同で行う。

避難訓練
　中学生がリーダーシップを
発揮し、小学生を誘導する。

小中連絡協議会
　目指す子どもの育成に
向けて今年度の方向性や
活動について話し合う。

小中合同研修会
　相互授業参観をもとに、発
達の段階に応じた指導や支援
について協議する。

　小中9年間を通して子ど
もを育てる体制づくりが
大切ですね。

　交流活動では、ねらい
に応じた事前・事後の指
導を大切にしたいですね。

　交流活動の充実が、豊
かな人間関係をはぐくむこ
とにつながりますね。

　学年ごとにどのような
力を身に付けさせるか確
認することが大切ですね。

4月

10月

あいさつ運動
　中学生が小学校を訪問し、小学生
と一緒に朝のあいさつ運動を行う。

児童会・生徒会担当による情報交換
　子どもが主体的に交流活動に取り組めるよう、企画・運営について話し合う。

【小中合同あいさつ運動】


